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令和２年度第１回 

富士見市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 

 議事録 

日  時 令和２年７月１４日（火） 
開 会 午後 ２時００分 

閉 会 午後 ４時００分 

場  所 全員協議会室 出席者数  委員定数１２名中 出席者９名 

出 

席 

者 

委  員 
鏡会長、昼間副会長、岩村委員、金子委員、辻口委員、仲田委

員、名雪委員、星委員、松島委員 

事 務 局 
【事務局職員】 

水口部長、濱島課長、齊藤副課長、甲佐主査、上村主任 

配付資料 

・次第 

・資料１  富士見市キラリと輝く創生総合戦略に定める数値目標について 

・資料２ 富士見市キラリと輝く創生総合戦略に定めるKPIについて 

・資料３ 総合戦略 進捗管理シート 

・資料４ 「富士見市キラリと輝く創生総合戦略」のこれまでの振り返り 

・資料５ 次期総合戦略の策定に向けて 

・資料６ ロジックモデルシート 

・参考資料 総合戦略進捗確認シートの見方 

・資料  富士見市人口ビジョン 

・委員名簿（参考資料） 

公開・ 

非公開 
公開（傍聴者なし） 
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会  議  事  項 

Ⅰ 新委員紹介  

 

Ⅱ １ 開会   鏡会長 

・総合戦略は、当初地方創生の柱として２０１４年に輝いた政策だったものの、最近

はトーンダウンの感はある。 

・次期総合計画も策定中とのことで、改めて総合戦略は地域の中で、しごとやまちを

豊かにするものである。 

・コロナは生活様式や働き方も大きく変える。 

  ・ 

２ 議事 

 （１）総合戦略の庁内での進捗状況調査の報告 

・事務局より、上記の件について、「資料１～４」を用いて説明。 

 

質疑応答 

 副会長：①目標値が未達成のものがあるが、行政の今後の展開には未達成の方が大事で

ある。達成率でみると仕事の部分が未達成であり、行政が達成しにくい部

分。この点を次期基本計画にどのように捉えていくか。 

     ②KPIの達成度について市議会からの具体的な評価はあるか。 

     ③基準値と目標値の違いは。 

     ④新型コロナへの対応について、どう捉えているか。 

 

事務局：①仕事については重要と捉えており、仕事があれば人が来てまちが発展して

いくと考えている。仕事の創出、職住近接、買い物利便性、市内事業への先

端設備の導入支援等を次期総合計画に盛り込んでいきたいと考えている。 

    ②議会からは、審議会でどんな議論がされているかという質問が出ており、

未達成の部分にどのように取り組んでいくかが重要であると言われている。 

    ③基準値はKPI設定時の数値、目標値は過去の実績を踏まえたもの。 

    ④長期的な視点で取り入れていきたいが、どのような方向性で盛り込んでい

くかは今後検討していく。 

 

副会長：新しい生活様式への対応について防犯防災だけでは、違和感を感じるので、

もう少し広い視点で取り込んでいってほしい。 
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会 長：達成していない点について、関係課と連携し具体的な対応策を考えていって

いただきたい。 

 

委 員：KPI の目標値について、達成が難しいからといって目標値は下げずに、次期計

画を作成していってほしい。 

 

委 員：①次期総合計画にSDGｓの視点は取り込んでいくのか。 

    富士見市全体の主体性を持って、市民などを巻き込んで取り組んでいってほ

しい。どのように社会を巻き込んでいくかを次期計画に広く取り入れていく

べき。 

    ②台風による水害地帯における開発を危惧するが、今後大きな水害が起きた

時の対応を、次期計画にどうまとめていくか。 

 

事務局：①SDGｓについては重要と捉えており、それぞれの政策、施策にどのように結

びつくのかまとめて示していきたい。SDGｓウォッシュ※とならないよう、市

民との対話の道具として、また民間等と連携しながら進めていきたい。 

    ②市民が不安とならないよう、関係課と連携し対応していきたい。 

※SDGsウォッシュ：国連が定めたSDGsに取り組んでいるように見えて、うわべだけで 

実態が伴っていないことを揶揄する言葉 

 

会 長：SDGｓや Society5.0 は富士見市としての主体性を持ちながら進めていただき

たい。現在取り組んでいるものも視点を変えれば、SDGｓとしてのそれなりの

成果が出ると考える。 

 

（２）次期基本計画・次期総合戦略の策定状況について 

・事務局より、上記の件について、「富士見市人口ビジョン」「資料５～６」を用いて

説明。 

 

（３）次期基本計画・次期総合戦略の今後のスケジュールについて 

 

会 長：会議時間も長くなってきたが、コロナ感染の懸念もあるため、会議自体をあ

と少しで終わりにしたいと思う。2 週間以内にメールまたは文書で事務局に質

問いただき、委員にフィードバックしていただきたい。 
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事務局：了承 

 

質疑応答 

副会長：①KSFが急に出てきたが、その定義は。 

    ②総合戦略審議会条例が 12 月に廃止されると思うが、第 2 期の総合戦略審議

会はどうなるか。 

 

事務局：①KPI をアウトカム指標、KSF をアウトプット指標とすみわけをするために庁

内で整理を行った。 

    ②審議会条例は 12 月議会にて上程し令和 3 年 3 月をもって、総合戦略審議会

は廃止となる。今後は総合計画審議会と整理をさせていただき進めていくこ

とになる。 

 

委 員：市民の関心は、コロナと河川による水害を前提として富士見市の考えを盛り

込み安心と安全なまちづくりについて考えていただきたい。 

 

（３） その他 

・次回審議会の日程：令和３年３月２３日（火）予定 

 

Ⅲ 閉会   昼間副会長 

・今日議論したものについては、可能な限り次期総合計画に反映していただき、これ

からの市民の快適な生活のために反省と努力をしていただきたい。 

 

 


